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米国の金融政策
昨年末の株価下落や米国経済の先行き不透明感の高まりを受けて、年明けにパウエルFRB（米連
邦準備制度理事会）議長が追加利上げに慎重な姿勢を示し、1月末のFOMC（米連邦公開市場
委員会）では利上げが見送られました。現在、市場は年内の追加利上げをほとんど織り込んでいない
模様です。3月19、20日のFOMCでは、こうした市場の見方が追認されるかどうかが注目されます。

米中貿易・経済協議
米中間の貿易・経済協議は進展が見られた模様です。2月24日に、トランプ米大統領が「中国との貿
易交渉で知的財産保護などの構造問題で十分な進展があった」とし、3月2日に予定していた中国製
品の関税引き上げを延期すると表明しました。また、米中首脳会談で最終合意を目指すとし、市場の
警戒感はやや弱まっているようです。ただ、米政府内では中国との貿易協議の決着について意見が割
れている模様で、最終局面での難航も予想されます。

英国のEU離脱
英国のメイ首相は、2月26日の議会演説で、英国の欧州連合（EU）離脱について議会の明確な
同意がある場合にのみ、3月29日に合意なく離脱することになると述べ、これまでの方針を転換しました。
今後は、3月中旬にかけて議会でEU離脱に関する詳細が議論されますが、議会の同意は難しく、英
国が合意のないままEUを離脱する可能性が6月末まで延期され、2016年の国民投票で決定された
EU離脱のプロセスは大きな転換点を迎えることになりそうです。
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3月の主な政治・経済イベント

予定

1日(金) 米国 ISM製造業景況感指数（2月）

7日(木) ユーロ圏 金融政策発表

8日(金) 中国 貿易収支（2月）

8日(金) 米国 雇用統計（2月）

12日頃 中国 マネーサプライ、社会資金調達金額（2月）

14日(木) 中国 鉱工業生産指数、小売売上高、固定資産投資（2月）

15日(金) 日本 金融政策発表

20日(水) 米国 金融政策発表

29日(金) 日本 鉱工業生産指数、小売売上高、住宅着工件数（2月）

29日(金) 英国 EU離脱期日
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